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＜再来患者様情報＞
・阿部リョウ子様　～高齢者支援センターみやぎ・きりた様より連絡。
八戸市立市民病院にて子宮頸がんの治療中であるが、出血で頻回に救急車を呼んでいる状態（実際には出血していない）。家族の意向も聞きつつ、介護サービス等の利用を考えている。今後、当院へ相談することがあるかもしれないのでよろしくお願いします、とのこと。
・坂上典子様　～和子様が代理受診し、本人様へは訪問看護が臨時訪問したこと、薬剤調整したこと、診察内での和子様からのお話と訪問看護職員から情報があった本人様からのお話を情報提供している。お二人とも「児相にしんのすけをとられてまう」と警戒していること、典子様の状態が不安定である為今回情報提供したことによっての治療中断などは防ぎたいため配慮いただきたいこと伝えている。
・坂上和子様　～本日児相で面接が行われたが、児相から病院から通報があったと聞いたと典子様から泣きながら連絡があったとのこと。なぜ児相へ伝えたのか、これでまた3人バラバラになる、どうしてくれるのか、相談員はそういう対応をするのか、主治医が伝えるように言ったのか等と次々に話される。また、当院はもう信用しない、病院にも行かないとのこと。
 ・大石イト様　～息子様と二人暮らしで一人になる時間に徘徊することが多く対応に困っているとの事。受診を早めたいということで、1月27日で予約した。出来れば、入院希望している。
・澤村彬様　～個室が開かないため入院の目途が立たない。うみねこ学園に伝えてはいるが、うみねこの方でも他者干渉あり厳しい状況である。服薬調整している。
＜新患予約状況・入院予定＞
1/22（金）
馬渡Dr：　外澤　誠様(精神・入院)
田名部Dr：冨野　美穂様（精神）
1/25（月）
金Dr：谷川　さだ子様（精神）
1/26（火）

深澤Dr：大友　冨美子様（センタ）
馬渡Dr：平濱　カネ様（センター・入院）、田中　敦子様（センター）
 1/27（水）
田名部Dr：二本木　俊介様（精神）、高田　範行様（精神）
金Dr：古舘　けい子様（センター）
＜医師のスケジュール確認＞
垂水Dr：2/1（月）休診　2/2（火）に代診（再来のみ）
金Dr：2/8（月）休診
東海林Dr：1/29(金)休診　

＜通所・五福への導入・利用を開始したいケースの確認＞

五福
・立花　圭様（1/26退院）
・下川戸　長司様（1/29退院）
・関原　紗奈恵様

通所
 ・特になし
＜連絡事項＞
■外来より

・発熱外来：月曜日～金曜日の16時～17時まで行うこととなる予定。
■通所より
・田端　香織様　～本人様の精神状態が悪く、デイケア欠席している。母より風邪症状が続いていた為自宅待機をしており、それでストレスが溜まっていたのかもしれない、と話される。
・森木　聡美様　～以前より、利用者様数名とLINEによるトラブルが数回あり、対応していた。14日（木）、寺沢　彩様とデイケア内で言い合いとなるトラブルあり。森木様が他利用者様数名との連絡先を無断で絶ってしまったことに、寺沢様が腹を立て、関係修復の話合いをしたかったが、互いに興奮気味に距離を詰め、大声での言い合いとなる。森木様が過呼吸状態となったり、希死的発言やデイケアを辞めたいといったことも聞かれ、スタッフ介入している。その後は徐々に落ち着き、帰宅。今週は、寺沢様と同利用日になることはなく、デイケア内では表情穏やかに過ごしている。

・寺沢　彩様　　～森木様との関係修復の話し合いに、始めは拒否的であったが、次第に興奮気味となり、「こちらの言い分も言わせろ」と。スタッフが全力で制止し二人の距離を離し、本人の思いを傾聴すると落ち着きを取り戻し、スタッフへ「取り乱してすみません。」と謝罪をしている。

・成田　早希様　～1/20（木）入院に伴い、デイケア・ショートケア利用中止となる。

・佐々木　理佳様～久々の来所となっている。唐突に「五つ子を産みたい。」と発言があり、以前から妄想対象となっている芸能人の名前を挙げている。幻聴ではない為内服や注射薬で治らないと否定し「でも、聞こえないならその方が良い。」とも話す。就労については「看護助手をしたい。東京に行きたい。」と飛躍した発言があり、まとまりがなく、時折興奮気味になり、不安定な様子がある。

・関　秀治様　～一般の健診受ける事が出来なかったから、保険診療内で出来る範囲の検査をしていただきたい。

■五福より
・井畑　芳則様　～受診できず再予約が1/27となるが、薬がない日が2日ほどあるため主治医へ確認後連絡する事とした。
■センターより

・1月に入ってからサポート医研修会が予定されていたが、次年度に延期している。
・ツールの運用状況についてのアンケートあり、協力お願い致します。

■連携室より

・特になし
■検査より
・インフルエンザ　残１本

・入院患者様の抗原検査の際に、診察までの流れをよくする為、保険証やお薬手帳、診察

券、情報提供書を預かる。そのため、当院到着の連絡が入った際にお預かりする事を事前
に伝えていく。

■心理室より

・精神新患へのCMI実施について、外回りの外来看護師が対応することとなる。
・カウンセリングの患者で県外を毎日行き来している方がおり、次回から電話診療の予定。カウンセリングはどうするかDr,赤坂SGMと相談し、当日ご本人にもどうするか説明予定。

　※田名部Drに七崎様の件について確認する。医療従事者である事から、次回は電話診察で可能。どうしても診察したい場合は抗原検査を受けていただく方向でとの事。
■その他
新型コロナウィルス感染症感染発生シュミレーション問1～3まで実施している。
